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別添４ 

 

令和６年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 

分担研究報告書 

 

HPVワクチンなどのワクチン接種後に生じる種々の症状についての調査と 

その対応方法に関する研究 

 

研究分担者 川口 善治 

 

研究要旨 

HPVワクチンは、令和４年４月から、積極的勧奨の再開、及び、キャッチアップ接種が開始

されたが、接種後に生じる多様な症状に対して、対応策や治療方法は確立されていない。その

ため、今年度に富山大学附属病院を受診した患者について症状や治療内容などを明らかにする

こととした。さらに、地域医療機関との連携や情報共有が重要と考え「HPVワクチン接種後の

副反応への対応」と題して行った講演会の効果についても検証することとした。   

今年度の HPVワクチン接種後に受診した患者は、前年度より増加しており、これは、キャッ

チアップ接種の影響と考えられる。しかし、全接種者数を考慮すると相対的には受診者数は少

数であると言える。症例を検討した結果、全例において、接種後 10日以内に症状が出現してい

た。このことから、接種後の経過観察が重要であることが再認識された。また、症状が 3ヶ月

以上継続している症例が多い一方で、内服薬治療で軽快している症例が多いことが認められた。

これらの結果により、接種後に認められる多様な症状、経過および治療方法についての理解が

深めれたとともに、今後、子宮頸がん予防の機会が失われることのないよう、適切な情報提供

と啓発活動の継続が重要であり、講演会の開催は有意義であることが認識された。

 

Ａ．研究目的 

HPV ワクチンは、平成２２年度から接種が

開始されたが、接種後より多様な症状を呈す

る症例が報告され、平成２６年６月以降、積極

的勧奨が差し控えられてきた。その後、検討

がなされ、令和４年４月から、積極的勧奨の再

開、及び、接種の機会を逃した方に対するキ

ャッチアップ接種が開始された経緯がある。

しかし、HPV ワクチン接種後に生じる多様な

症状に対して、対応策や治療方法は確立され

ていない。その為、ワクチン接種後の様々な

症状を訴える患者に対する対応・治療法の分

析を行い、これまでのマニュアルのブラッシ

ュアップを図る必要がある。本研究では、HPV

ワクチン接種後に症状を訴え、富山大学附属

病院を受診した患者について、症状や治療内

容などを明らかにすることとした。また、 

患者の多様な症状やその対応策に関して、地

域医療機関との連携や情報共有が重要となる

ため、講演会を開催し、その効果を検証する 

 

とともに、今後の対応に資することとした。 

 

Ｂ．研究方法 

１．患者の症状や治療方法について 

令和６年４月１日から令和７年３月３１日

までに、HPV ワクチン接種後に症状を訴え、

富山大学附属病院を受診した患者を対象とし、

以下の問診内容を検討した。 

年齢、性別、診断名、ワクチンの接種回数、

疼痛及び感覚（光・音・におい）の障害、運

動障害、自律神経症状、認知機能障害、症状

の持続期間、発症時期、ワクチン接種時に見

られた症状（接種後の痛み、急性ストレス反

応（動悸、過呼吸など）、血管迷走神経反射（失

神など））他覚所見や検査で異常、心理社会的

リスク、改善の有無（改善した場合、治療内

容）等を検証した。 

 ２．講演会の効果について  

令和７年２月６日、富山大学附属病院 痛みセ

ンター 副センター長である高澤知規教授が
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「HPVワクチン接種後の副反応への対応」と

題して講演会を行った。その講演会における

効果を検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究については、愛知医科大学倫理委員

会および研究班所属施設の倫理委員会を通し

て行っている。 

 

Ｃ．研究結果 

１．患者の症状や治療方法について 

前年度の HPVワクチン接種後に症状を訴え

受診された患者数が２名だったのに対し、今

年度、受診された患者は合計 10名で、その内

患者から同意が得られた数は７件であった。

また、前年度から継続して通院している患者

を合わせると合計８名であった。年齢別とし

て、初診時の年齢で、１６歳１名、１７歳２

名、１８歳１名、１９歳１名、２０歳１名、

２２歳１名、２３歳１名であった。症状発症

の時期について、受診した８名全てがワクチ

ン接種から１０日以内の発症であった。 

発症時期と症状について、以下に示す。 

・接種翌日より、頚部と背部、全身の痛み 

・接種直後より、左上腕部痛 

・接種から数日後より、全身倦怠感 

・接種から１週間後より、発熱、腹部不快

感、頭痛、頭がぼーとする、体(部位は

様々)の痛みやしびれ、眩暈、目の見えに

くい感じ 

・接種 2日後より、頭痛、嘔気、めまい、

咳嗽、微熱、倦怠感 

・接種直後より、気分不良と注射実施部位

の左上腕部痛 

・接種翌日より左上肢全体にしびれ、疼痛 

・接種１０日後より、浮動感・耳閉塞感 

また、症状が３ヶ月以上継続していた患者は

5名であった。さらに、ワクチン接種時に見

られた症状として、接種後の痛みの症状があ

ったのは６名、急性ストレス反応（動悸、過

呼吸など）の症状があった患者は０名、血管

迷走神経反射（失神など）の症状があった患

者は１名であった。治療内容としては、鎮痛

薬で軽快が２名、処方なし経過観察で軽快が

１名、漢方薬治療で改善が１名、反応性リン

パ節炎の診断で近医耳鼻科を紹介が１名、漢

方薬と VitB１２補充療法を併用後、現在は漢

方薬のみ継続中が１名、漢方薬継続中が１名、

鉄剤補充療法を継続中が１名であった。 

２．講演会の効果について  

講演会では、HPV ワクチン接種の経緯、患

者増加の背景、キャッチアップ接種の概要、

HPV ワクチン接種後に症状を訴え受診された

患者数の推移や症例、予防接種ストレス関連

反応（ISRR）、三角筋への筋肉注射の際に生じ

る可能性のある合併症などについて述べられ

た。また、副反応に対するバックアップ体制

について地域において確立されていることが

強調して伝えられた。講演後は、活発な質疑

応答がなされ、参加者からは HPV ワクチン接

種後の副反応とその対応方法について、詳細な

知識が得られたとのコメントを得られた。 

 

Ｄ．考察 

１．患者の症状や治療方法について 

今年度の HPVワクチン接種後に多様な症状

を呈して受診した患者は、前年度に比較して

増加していた。これは、キャッチアップ接種

にともなう HPVワクチン接種者の増加が関連

していると考えられる。しかし、今年度のキ

ャッチアップ接種を含めた全 HPVワクチン接

種者数を考慮すると、８名の受診者数は相対

的には少数であると考えられる。 

発症の発症時期について、全ての症例にお

いて、接種後 10日以内に症状が出現していた

ことから、今後も接種後の経過観察が重要と

なることが今回の調査で再認識された。 

また、症状の継続日数について、8名中 5

名は、症状が 3ヶ月以上継続しており、この

ことは慢性化の可能性も含んでいる。一方で、

治療内容としては、内服薬治療で軽快してい

る症例が多く、重篤な処置などを要する症例

は認められていない。 

２．講演会の効果について  

講演会後の参加者のコメントから、HPVワ

クチン接種後の症状や対応に関する知識の向

上が図られた。また、副反応に対するバック

アップ体制が確立されている認識が強化され
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た。今後も、キャッチアップ接種が延長され

たことから、患者数は減少しない可能性はあ

るが、副反応への過度な懸念により、子宮頸

がん予防の機会が失われることのないよう、

適切な情報提供と啓発活動の継続が重要であ

ると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

本年度における HPVワクチン接種後の症状

および治療内容の再検討を通じて、接種後に

認められる多様な症状、経過および治療方法

についての理解が深まった。子宮頸がん予防

の機会が失われることのないよう、適切な情

報提供と啓発活動の継続が重要であり、講演

会の開催は有意義であると言える。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 

 

Ｇ．研究発表  

1.講演会 

1) 高澤知規．HPV ワクチン接種後の副反応

への対応.慢性疼痛診療講演会；2025 

Feb.6；富山． 

 

2.学会発表 

1) 川口善治．痛み診療から不眠を考える．

外科医のための不眠症診療セミナー；

2024 Mar 1；高松． 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

1.特許取得 

なし  

2.実用新案登録 

なし  

3.その他 

なし 

4. 研究協力者 

高澤 知規 富山大学学術研究部医学系

麻酔科・麻酔科学

 


